
 

 

■三重大学医学部附属病院 

■三重県立総合医療センター 

■市立四日市病院 

■伊勢赤十字病院 

守ろう！育もう！！ 

私たちの地域医療！！！ 
誰もがいつでも安心して医療を受けることができるように、鈴鹿市の救急医療体制をしっかり理解し、

症状に応じた適正な受診を心がけるようにしましょう。 

私たち鈴鹿市の地域医療を守り，育むために、市民の皆様のご協力をお願いします。 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿市の救急医療体制 はこのようになっています 
鈴鹿市では、病気やけがなどの症状、緊急の度合いに応じて、適切に診療が受けられるように、 

市内の医療機関が連携し、1次・2次・3次の 3段階に分けた救急医療体制を整えています。 

  みえ子ども医療ダイヤル （＃8000） 

059-232-9955 

（毎日19時30分～翌朝8時まで） 
子ども（18歳未満）の病気や事故、薬に関する相

談について、医療関係の専門相談員が電話相談に 

応じます。家庭内でできる応急処置や医療機関への

受診の必要性などについてご相談ください。 

 

 

三重県救急医療情報センター  

コールセンター  

☎ 059-229-1 1 9 9
いいきゅうきゅう

 
救急医療情報センターでは、救急医療情報システ

ムの運用により、救急診療が可能な医療機関を 

24時間電話で案内しています。 

案内を受けたら、その医療機関に受診が可能か 

必ず電話等で確認してからお出掛けください。 

 

 

原則、１次救急医療施設からの 

紹介が必要です 
■鈴鹿中央総合病院 

■鈴鹿回生病院 

 

 

 

① まずは「かかりつけ医」 

② 鈴鹿市応急診療所 

③ １次救急輪番病院 

※塩川病院・高木病院・ 

村瀬病院 

  

1 次救急医療施設 
 

  

 

 

2 次救急医療施設 

3 次救急医療施設 

患
者 

紹介 

紹介 

医療情報案内 
休日や夜間など，かかりつけ医の診療時間以外に 

急病やけがなどでどうしてもすぐに受診したいときは， 

下記の方法で確認できます。 

 

医療ネットみえ      
ホームページ  

http://www.qq.pref.mie.jp/ 

携 帯     

http://www.qq.pref.mie.lg.jp/k/ 

○「医療ネットみえ」では、パソコンや携帯電

話等を利用して、近隣の医療機関や現在診療

している医療機関を探すことができます。 

受診する際には、必ず事前にその医療機関へ

電話でお問い合わせください。 

○「子どもの救急対応マニュアル」 

も参考にしてください。 

鈴鹿市 平成 30年 2月改訂 

当番日があります。 

医療情報案内で 

確認してください。 

当番日があります 

電話相談 

ができます 

どの医療機関に 

受診する場合でも

受診前に電話等で

受診可能か確認が

必要です 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

医師会・薬剤師会の協力で急病患者の応急診療を行っています。 

原則、お薬は1日分です。 

必ず、事前にお電話で診療可能かご確認ください。 

 

持ち物：保険証・お薬手帳（服薬中の情報がわかるもの）・診療費 

福祉医療費受給資格証・高齢受給者証 

住 所：鈴鹿市西条五丁目118番地の1 （鈴鹿市総合保健センター敷地内） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○夜間診療 

科  目：内科・小児科 

診 療 日：毎日 

受付時間：19時～22時 

診療時間：19時 30分～22時 30分 

 

○昼間診療 

科 目：内科・小児科 

診 療 日：日曜日・祝日・年末年始（12/30～1/3） 

受付時間：9時～16時 

診療時間：9時 30分～12時・13時～16時 30分 

※午後の診療開始時間は，混雑状況により変更する場合があります 

救急車の適正利用を！ 
ここ数年、市内の救急搬送件数は、増加傾向となっています。 

救急車を要請した方の中には一部ですが、「どこの病院へ行けばよいかわからなかった」「夜間、

休日で診療時間外だった」「優先的に診察してもらえるから」などといった理由が残念ながら後を絶

たない状況にあります。 

救急車や救急医療は大切な医療資源です。限りある資源を本当に必要とされ

ている方、「救えるはずの命」を救うために、救急車の適正利用について 

ご理解をお願いします。 

 

 

。 

かかりつけ医をもちましょう！ 

何でも相談でき、必要な時には専門医や専門の医療機関に紹介してくれる身近で頼りになる医師の 

ことを、かかりつけ医と呼びます。 

医師はかかりつけ医として患者さんに親身に寄り添うことで、その患者さんにとってよりふさわしい

治療が行いやすくなります。ぜひ、日頃から何でも相談できる、かかりつけ医をもちましょう。 

冊子「家庭でできる応急手当があります」（平成26年5月全戸配布・鈴鹿市ホームページ

http://www.city.suzuka.lg.jp/kouhou/life/benri/pdf/first-aid.pdf）も参考にしましょう。 

  

 

 

 

お薬手帳を上手に利用しましょう！ 

お薬手帳はお薬を服用しているかなど「お薬に関係するあなたの大切な情報」について記録 

しておく手帳のことをいいます。  

あなたに処方された、お薬の名前・飲む量・回数などの記録（薬歴）を記載し、残すための 

手帳です。  

この記録がありますと、医師・歯科医師・薬剤師などが、どのようなお薬をどのくらいの期間

使っているかなどが判断できます。  

また、他の医療機関などでお薬の処方を受けるときにも、医師・歯科医師や薬剤師にお薬手帳

を提出することで同じ作用のお薬が重なっていないか、また飲み合わせ（相互作用）等につい

ての確認も行っていただけます。 

お薬手帳は、複数持たずに１冊で管理しましょう！  

 

鈴鹿市応急診療所のお知らせ 

TEL:382-5066 FAX:382-7740 
 


